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高知県安芸市下山の海岸部から得ら札た放散虫化石
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　　RADIOLARIANS　FROM　THE　COASTAL　AREA
AT　SHIlMOYAMA，AKI　CITY，KOCHI　PREFECTURE

　　　　　　　Tetsuji　YAMAsAKI

　　D物財物e〃ぴGe0王螂，ルCm伽げ〃mCα痂m，

亙んづme　ひ例わeκ∫ゴ秒，Mαなmツαmα，亙乃タme，790－77ノφφαm

　　　　　　　Yoshinori　Y0K0TA

　　Wbmわ肋α〃emm切ηSC尻004ル肋舳m，

　　　　　　　KOc尻4，78トエ4ノ車φαm

　　　　　　　Kiyoshi　OKUMURA

　De勿材mmチぴ五αm∫C4mCe，ルm0σ肋舳め

　　ρ戸亙mm〃m，ハ砂mれ乃肋3〃mα，7Z2ルψm

　　　　（Received　September30．1994）

　The　Oyamamisaki　Formation　is　distributed　at　the　Shimoyama　area，northwestem　part　of　the

Muroto　Peninsu1a．At　the　coasta1area　of　Shimoyama，Aki　City，radio1arian　fossi1s　such　as　Cα王岬。伽∫

乃45ヵ4dα，Cα王0ψcZOmααm力m”α，Cα王0ψc∫0mαcα5fmm，五Vo尻mOcαmOmαspp．，P尻0γm0ψ㎡応∫fれα切∫がつαfα，P吻0作

moψγ桃切階肋α，5e肋。c伽切8あα妙Jo〃5etc．were　found　in　the　sha1e，

　　The　radio1arians　showed　that　the　geo1ogica1age　of　the　Oyamamisaki　Formation　is　inferred　to　be

the　Middle　Eocene．

Keツmoκゐ：Midd1e　Eocene，0yamamisaki　Fomation，Shimanto　South　Subbe1t，radi〇三aria、

キーワード1始新世中期，大山岬層，四万十帯前帯，放散虫、

I．はじめに
四国南東部の室戸半島地域では，四万十帯は安芸構造

線を境として北帯と前帯とに分けられており，北帯には

主に白亜系が，前帯には第三系が分布するとされている
　　　　　　1〕
（須鎗，1991）　．調査地域の高知県安芸市下山周辺には，

四万十帯前帯に属する地層群が分布している（図1）、
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図1　位　　置　　図
　　鯛かけ部は四国の四万十帯の地層群分布域．

　安芸構造線については，岩相分布，地質構造，および

放散虫化石の検討よりその位置が推定されており，室戸

半島の東部地域では，徳島県海部郡牟岐町から海部郡海

南町浅川北部，海部郡宍喰町北河内北西部を経て高知県一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2〕
馬路村魚梁瀬へと追跡される（須鎗・山崎，1987）．一

方，室戸半島の西部地域については，安芸市花から奥栗

へと東西方向に，そして奥栗から馬路村へと，安芸構造
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3〕線が北東方向に延長されている（山崎ほか，1993）．

　安芸構造線の南には古第三系の室戸半島層群が分布し

ており，安芸市下山周辺には大山岬層が分布するとされ
　　　　　　　　　　　　　　4）　　　　　　　　　　5〕
ている（甲藤ほか，1960・1961；平ほか，1980）．大

山岬層の岩相は，巨大な砂岩ブロックを含む泥質の“砂

泥混合層”や，幅数百mにおよぶスランプ摺曲層など，

大規模な変形の認められる砂岩泥岩互層および砂岩層，

そして局部的に発達する礫岩層で特徴づけられる．礫岩

層は特に海岸部で発達が認められ，安芸市下山の海岸で

は砂質片岩・泥質片岩・緑色片岩の大磯～巨礫が観察さ

れる（図2）．この結晶片岩礫のK－Ar年代を測定し

図2　犬山岬層中の結晶片岩礫を含む礫岩層
　　　（高知県安芸市下山海岸部〕

　　　　　　　　6〕た吉倉ほか（1991）は75Ma前後の放射年代を報告し

ており，三波川変成帯由来のものの可能性が高いと結論

している、

　　　　　　　5〕　平ほか（1980）　は安芸市下山の海岸において，淡緑

灰色頁岩のレンズ状ブロックおよび頁岩中より，白亜紀

後期を指示すると考えられる放散虫化石群集を報告する

とともに，少量ながら「第三紀型」の放散虫が認められ

るとし，大山岬層の年代については白亜紀が考えられる

が，始新世である可能性も考えられるとした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7〕　また，高知大学の卒業研究として二宮（1984MS）

は，結晶片岩礫の含まれる下山周辺の海岸部を調査し，

泥岩中などから白亜紀後期の放散虫化石を報告している．

　一方，室戸半島地域の四万十帯南帯北縁部地域の放散
　　　　　　　　　　　　　　　　8〕虫化石を検討した須鎗・山崎（1988）　は，下山北部の

名村川下流部より，第三紀を指示すると推測される放散

虫を報告した．同時に大山岬層分布域と考えられる馬路

村日浦より，始新世中～後期の放散虫化石群集を報告し，

大山岬層の年代を始新世と推測した．

　以上のように，大山岬層分布域とされている地域から

は，白亜紀後期の放散虫化石あるいは第三紀（始新世）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8〕の放散虫化石が検出されている．須鎗・山崎（1988）

は，第三紀の放散虫化石を報告するとともに，平ほか
　　　5〕
（1980）の報告した白亜紀後期の放散虫化石は二次化

石であろうと推測した．

　しかしながら，海岸部の地層中からは白亜紀後期の放

散虫化石が多数検出され，第三紀を明確に示す放散虫化

石は検出されなかったことから，結晶片岩礫を含む安芸

市下山海岸部の地層の年代を，白亜紀最末期とする見解
　　　　　　　　　　　　　　　　6〕も提出されていた（吉倉ほか，1991）．

　今回，結晶片岩礫の観察される地点に隣接する安芸市

下山の海岸部において（図3），始新世中期を指示する

放散虫化石群集を検出したので報告をする．なお，本論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5〕文中の大山岬層の定義については，平ほか（1980）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　9〕定義を一部修正した，山崎ほか（1993）　を用いる．

　皿．放散虫化石と年代

　　　　　　　5〕　平ほか（1980）は，大山岬層を上位より，A，B，

Cの3部属に分けた．そして結晶片岩の巨礫を含むB部

属の上位の，C部層中の数地点の淡緑灰色頁岩のレンズ

状ブロックより，λκm切m　gα〃0mα地λm〃伽〃伽

∫わ。肋，λm尻mo功。mgoカmmmm　∫α〃mαわ。〃，Cηがαm一

助0m肋mαCゆ0m，〃物0m〃m力舳080，D物0m伽α
尾0∫’0me，〃サe〃〃αμαmOCOmeκα，P∫m∂0α〃0助αCm5

刀。m∫m∫ゐ，丁肋伽m　mm切などの放散虫化石を報告し

た．そしてこれらの放散虫化石群集から，大山岬層の年

代を恐らくカンパニアン後期であろうと推測し，同時に

“第三紀型”の放散虫化石が少量含まれることを付け加
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えている．

　安芸市河野から下山にかけての海岸部地域を，卒業研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7〕完の対象として調査した二宮（1984MS）　は，「含礫

泥岩相」のマトリックスおよび緑色頁岩などのブロック

より，λm〃伽m∂伽8音0C紘D物0m王切伽m0∫α，〃C一

枇m伽α島0∫王0me，D物0m伽αmm腕0∫倣α，P肋〃mJα

〃αmOC0舳e〃，P5e〃0mZ0〃αCm5刀0クe5em5づ∫，

P∫e〃0mZ0助αC伽王e刎4Cm〃m5，P∫m∂0mZ0〃αCm∫

切惚mmm∫応，乃mα”αmm切などの放散虫化石を報

告し，マトリックスから得られた放散虫化石は白亜紀後

期のコニアシアンからマストリヒチアンを，ブロックか

ら得られた放散虫化石はカンパニアンからマストリヒチ

アンの年代を示唆するとしている．また同時に，ブロッ

クおよびマトリックスから，S”C05なm0流mα力肋αem一」

5兆などの底生有孔虫化石を見出し，根室層群，函淵層

群，および淡路島の和泉層群に対比されるものとして，

マストリヒチアンの可能性が高いとしている．

　　　　　　　　　8〕　須鎗・山崎（1988）　は，安芸市下山北都，名村川下

流の発電所近くの凝灰質泥岩中より，功C肋。CmOmα

spp。，肋ψ材肋mm　sp．を，そして馬路村日浦の泥岩より，

Co王。c〃王α8舳力〃α，〃的。〃。m　momgo1仰れ，

〃。肋0cαmomαspp．，Pm榊αmαde肋などの放散虫化石

を検出し，大山岬層の堆積年代を始新世であろうと推定

した．
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　今回筆者らは，安芸市下山の海岸部に露出する大山岬

層の泥岩より，始新世中期を示すと考えられる保存の良

い放散虫化石を得た（図版I）．主な放散虫は以下の通

りである1C〃。ψcJα∫〃5が肋，CαJoψcJomααm〃〃α，

Cαゐψc’omαcα∫切m，Cα’oψc’omαspP．，Com刎e〃αsp、，

〃物0ψmm　SpP．，ル。ゐmocmomα　spP．，P尻。γm0ψ〃∫

∫mα切∫〃肋，〃0m0ψ桃すmg肋，8e肋0C伽洲∫
わα々”0nゐ9rOup，τ尻e0ωη5sP。，丁尻ツκs0ψκ加∫sp．

　　　　　　　　　6〕
　吉倉ほか（1991）　は，連統性のよい地層の積み重な

りが観察されるとともに，白亜紀後期の放散虫化石群集

が確認されることより，下山周辺部の海岸部の地層の年

代をマストリヒチアンとみなした．しかし，今回の放散

虫化石群集の検出に一より，海岸部の地層についても，そ

の年代は古第三紀始新世と考えられることが明らかとな

った．また今回の調査で，下山の海岸から約3km北

東方の安芸市旭ヶ丘の泥岩中からも同様の放散虫化石群

集を検出しており，大山岬層の年代は始新世中期と推定

される．

　今後は，白亜紀の放散虫化石が報告されている地点に

おいて，一層の放散虫化石の検出に努め，白亜紀の放散

虫化石を含む岩体と古第三系との層序的な関係を明確に

し，大山岬層の形成の場を考察して行く必要があろう．
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図　版　説　明

図版I

スケールは100μ．A：2，4；B：1，3，5－1O，13，14；C：11，ユ2，

1　：C〃。ψc’α∫〃∫か肋（Ehrenberg）．

2　：CαわψcZomααmψ〃虹（Ehrenberg）．

3：CαJoψc王。mααmμ〃α（Ehrenberg）、

4：Cα五〇αcJomαcα∫切吻（Haecke1）．

5　：C〃。ψcJomαsp．

6：CαJoψcJomαω∫切m（Haeckel）．

7：Cαゐψcわmo　sp．

8：Pゐ07moα棚∫切㎎蝪α（Krashennikov）．

9　1Pゐ。mmoψ材ゐ5〃4α勉8紗4α切Brandt．

10：　Com秘杉J加sp．

11：Se肋。c伽切∫ろα奴。〃5（C1ark＆Campbell）．

12：　Spirids　gen．et　sp－indet．

13：　Tあeocoη∫sp．

14：　エク。乃mOcαmOmαsP．

15：　工）た秒0ψκ0m－sP．

16：　エク。ゐmOcαmOmαsP．

17：　工）5c妙。φmm　sp．

18：　71地eoωη∫sp．

15－18．
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図版I
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